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山
原
　
栄
一 

議
員

市
長
就
任
１
年
を
経
て

市
長
の
思
い
は

問　
市
長
の
顔
は
見
え
る
が
、

思
い
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
こ

れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
取
り
組

む
熱
い
思
い
を
伺
い
た
い
。

市
長　
今
後
も
行
政
と
し
て
の

責
任
を
し
っ
か
り
と
果
た
し
な

が
ら
「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
る
と
と
も
に
、

本
市
の
持
つ
可
能
性
を
生
か
せ

る
施
策
を
進
め
て
い
く
。

問　
「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
、
公

民
館
を
生
か
す
仕
組
み
づ
く
り

を
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　
そ
の
よ
う
な
考
え
方
で

仕
掛
け
づ
く
り
を
し
た
い
。

財
政
見
通
し
と

事

業

選

択

問　
平
成
28
年
度
の
財
政
調
整

基
金
の
見
込
み
は
、
必
要
額
の

半
分
の
25
億
円
程
度
と
い
う
厳

し
い
状
況
だ
が
、
当
面
す
る
大

型
課
題
の
事
業
化
計
画
に
つ
い

て
財
政
を
含
め
た
見
通
し
は
。

市
長　
相
模
小
学
校
移
転
整
備

事
業
は
、
平
成
30
年
４
月
開
校

を
目
標
に
進
め
る
。
見
附
台
周

辺
地
区
整
備
事
業
は
、
25
年
度

以
降
に
事
業
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
う
。
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ

整
備
推
進
事
業
は
、
25
年
度
に

土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
化

を
目
指
す
。
次
期
環
境
事
業
セ

ン
タ
ー
周
辺
地
域
整
備
事
業
は

26
年
度
に
実
施
設
計
に
入
る
。

駅
（
西
口
）
周
辺
魅
力
ア
ッ
プ

事
業
は
、
民
間
活
力
に
よ
る
開

発
を
目
指
し
市
の
方
針
を
策
定

し
て
い
く
。
大
浜
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
は
、
新
基
本
構
想

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
は
財
政
の
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
事
業
の
熟
度
や
取

り
組
み
の
進
捗
に
応
じ
て
総
合

計
画
実
施
計
画
で
示
し
て
い
く
。

日
産
車
体
第
1
地
区
の

土
地
活
用
に
つ
い
て

問　
日
産
車
体
㈱
か
ら
、
移
転

す
る
第
１
地
区
跡
地
の
土
地
利

用
構
想
と
し
て
工
業
系
、
商
業

系
、
住
居
系
、
公
共
公
益
系
の

土
地
利
用
を
目
指
す
方
針
が
示

さ
れ
た
が
、
考
え
を
伺
う
。

市
長　
内
容
を
検
討
し
、
あ
る

部
分
で
は
評
価
を
し
て
い
る
。

今
後
同
じ
方
向
を
向
い
て
進
ん

で
い
き
た
い
。

市
民
の
安
心
安
全
か
ら

「
地
震
・
津
波
対
策
」

問　
県
が
示
し
た
新
た
な
津
波

浸
水
予
測
や
、
県
の
地
域
防
災

計
画
の
改
訂
を
受
け
、
本
市
の

地
域
防
災
計
画
の
改
訂
や
、
津

波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
完
成
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
地
域
防

災
計
画
は
、
年
内
を
目
標
に
改

訂
作
業
を
進
め
て
い
る
。
津
波

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
地
震
防

災
マ
ッ
プ
と
併
せ
て
８
月
ま
で

に
全
戸
へ
配
布
す
る
予
定
で
あ

る
。通

学
路
の
安
全
対
策

問　
本
年
４
月
、
登
校
中
の
痛

ま
し
い
事
故
が
全
国
各
地
で
発

生
し
た
。登
校
中
の
事
故
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
通
学
路
の
安

全
対
策
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

教
育
長　
毎
年
、
各
学
校
が
通

学
路
を
点
検
し
、
危
険
な
場
所

の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
今
年

は
学
校
や
庁
内
関
係
課
、
警
察

な
ど
と
連
携
し
、
８
月
末
ま
で

に
緊
急
合
同
安
全
点
検
を
実
施

す
る
。

岡
崎
地
区
の
浸
水
対
策

問　
岡
崎
地
区
西
海
地
排
水
路

米
村
　
和
彦 

議
員

行
政
改
革
に
つ
い
て

問　
今
年
行
わ
れ
る
平
塚
市
版

事
業
仕
分
け
に
つ
い
て
、
目
的

と
概
要
を
伺
う
。

副
市
長　
事
業
仕
分
け
の
目
的

は
、
市
民
の
視
点
に
よ
る
成
果

を
重
視
し
た
行
政
経
営
の
展
開

を
目
指
し
、
民
間
シ
ン
ク
タ
ン

ク
の
「
構
想
日
本
」
の
ス
タ
ッ

フ
と
連
携
し
、
外
部
の
視
点
に

よ
る
事
業
の
見
直
し
を
図
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
職
員
の
意

識
改
革
や
説
明
能
力
の
向
上
も

目
的
と
考
え
る
。
仕
分
け
の
概

要
は
、
選
定
さ
れ
た
20
事
業
に

つ
い
て
、
構
想
日
本
の
ス
タ
ッ

フ
６
名
、
公
募
市
民
２
名
、
平

塚
市
行
政
改
革
を
す
す
め
る
懇

話
会
委
員
２
名
の
計
10
名
で
作

業
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

問　
仕
分
け
対
象
事
業
の
選
別

と
、
仕
分
け
の
結
果
に
対
す
る

考
え
を
伺
う
。

副
市
長　
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
評
価
し
た
平
成
23
年
度

の
実
施
事
業
２
９
７
事
業
の
中

か
ら
、
平
成
24
年
度
で
終
了
す

る
事
業
や
予
算
規
模
が
１
０
０

万
円
以
下
の
事
業
、
過
去
に
事

業
仕
分
け
を
実
施
し
た
事
業
な

ど
を
除
い
た
42
事
業
を
選
定

し
、
外
部
の
選
定
委
員
に
よ
っ

て
20
事
業
ま
で
絞
っ
た
。

市
長　
事
業
仕
分
け
の
結
果
に

つ
い
て
は
十
分
尊
重
す
る
。
し

か
し
、
現
状
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
中
で
継
続
す
る
必
要
が
あ
る

事
業
に
つ
い
て
は
私
の
判
断
で

続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の

考
え
方
と
結
論
に
つ
い
て
は
市

民
や
議
会
に
し
っ
か
り
と
示
し

て
い
く
。

問　
市
職
員
の
採
用
試
験
に
お

け
る
年
齢
制
限
の
撤
廃
に
つ
い

て
、
考
え
を
伺
う
。

副
市
長　
採
用
試
験
の
年
齢
制

限
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
年
齢

構
成
や
、
専
門
的
な
知
識
や
多

様
な
経
験
を
持
つ
人
材
の
必
要

性
を
総
合
的
に
判
断
し
て
設
定

し
て
い
る
た
め
、
直
ち
に
変
更

す
る
予
定
は
な
い
が
、
優
れ
た

知
識
・
技
能
を
持
つ
多
様
な
人

材
を
確
保
で
き
る
よ
う
引
き
続

き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

児
童
自
立
支
援
拠
点

問　
県
立
五
領
ヶ
台
高
校
跡
地

に
建
設
予
定
の
児
童
自
立
支
援

拠
点
に
つ
い
て
、
課
題
や
問
題

点
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長　
対
象
と
な
る

児
童
や
生
徒
が
近
隣
の
小
・
中

学
校
へ
通
う
た
め
の
教
職
員
の

配
置
や
特
別
支
援
学
級
の
整

備
、
施
設
内
に
設
置
さ
れ
る
学

級
の
位
置
づ
け
と
そ
の
教
職
員

の
配
置
、
子
供
た
ち
の
通
学
の

課
題
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
県
立
の
施
設
で
は
あ
る
が
、

人
員
の
配
置
や
財
政
措
置
に
つ

い
て
は
本
市
の
負
担
と
な
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
る
。

問　
児
童
自
立
支
援
拠
点
を
災

害
時
の
避
難
所
と
し
て
認
定
す

る
こ
と
や
、
公
園
や
交
通
イ
ン

フ
ラ
の
周
辺
整
備
を
行
う
こ
と

な
ど
、
周
辺
住
民
の
要
望
に
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長　
県
が
地
元
説

明
会
を
開
催
し
、
意
見
交
換
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
県
と
市

に
よ
る
連
絡
調
整
会
議
を
通
じ

て
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
住

民
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
事

前
に
市
と
協
議
す
る
よ
う
県
に

求
め
て
い
く
。

流
域
で
は
、
集
中
豪
雨
の
た
び

に
浸
水
被
害
が
繰
り
返
し
発
生

し
て
い
る
。
浸
水
被
害
へ
の
対

策
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

土
木
部
長　
ふ
じ
み
野
地
区
か

ら
の
路
面
排
水
、
浸
水
区
域
下

流
部
の
雨
水
の
排
水
管
の
拡
幅

な
ど
の
整
備
を
平
成
25
年
度
に

実
施
し
、
西
海
地
排
水
路
の
拡

幅
整
備
に
は
平
成
26
年
度
に
着

手
す
る
。

府
川
　
正
明 

議
員

河
口
対
策
事
業

基
金
条
例
の
改
正

問　
相
模
川
河
口
の
航
路
の
維

持
を
目
的
と
し
た
河
口
対
策
事

業
基
金
の
運
用
規
定
が
緩
和
さ

れ
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
運

用
・
管
理
す
る
の
か
。

経
済
部
長　
県
か
ら
交
付
さ
れ

た
基
金
６
億
円
の
う
ち
、
４
億

９
４
０
０
万
円
は
相
模
川
河
口

の
航
路
の
確
保
や
導
流
堤
の
改

修
、
被
災
し
た
場
合
の
災
害
復

端
　
文
昭 

議
員

消
防
署
・
大
野
出
張
所

と
消
防
訓
練
施
設

問　
７
年
前
に
東
豊
田
へ
の
移

転
・
新
築
を
提
案
し
た
施
設
が

数
か
月
後
に
完
成
す
る
。
概
要

や
事
業
費
、
今
後
の
予
定
は
。

消
防
長　
庁
舎
は
鉄
骨
造
２
階

建
て
で
、
訓
練
施
設
は
全
国
消

防
救
助
技
術
大
会
実
施
要
領
に

準
拠
す
る
。
総
事
業
費
は
約
４

億
７
９
０
０
万
円
で
あ
り
、
10

月
１
日
か
ら
運
用
予
定
で
あ
る
。

問　
開
所
式
は
行
う
の
か
。
併

せ
て
訓
練
を
披
露
で
き
な
い
か
。

消
防
長　
９
月
下
旬
に
開
所
式

を
行
う
予
定
で
あ
り
、
湘
南
地

区
協
議
会
の
消
防
職
員
に
よ
る

模
範
演
技
を
行
い
た
い
。

ホ
テ
ル
火
災
受
け

査
察
体
制
強
化
へ

問　
広
島
県
福
山
市
の
ホ
テ
ル

火
災
を
受
け
て
、
平
塚
市
消
防

本
部
は
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

消
防
長　
市
内
の
ホ
テ
ル
９
施

設
を
緊
急
に
立
ち
入
り
検
査
し

た
と
こ
ろ
、
７
施
設
で
計
18
件

総
括
質
問

総
括
質
問

６
月
定
例
会
で
は
16
人
の
議
員
が
、
市
民
の
安
心
・

安
全
を
守
る
取
り
組
み
や
ま
ち
づ
く
り
、予
算
編
成
、

福
祉
行
政
な
ど
に
対
し
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

※
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

旧
費
な
ど
に
充
て
る
。
残
り
の

１
億
６
０
０
万
円
は
、
漁
業
者

を
中
心
に
設
置
さ
れ
た
「
平
塚

市
漁
業
振
興
対
策
協
議
会
」
で

使
途
が
決
定
さ
れ
る
。

大
浜
地
区
を
取
り
巻
く

環

境

整

備

問　
大
浜
地
区
に
お
い
て
区
画

整
理
事
業
が
な
か
な
か
展
開
し

な
い
が
、
何
か
問
題
が
あ
る
の

か
。
特
に
津
波
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
私
も
20
年

以
上
携
わ
っ
て
き
た
事
業
で
あ

り
、
事
業
本
来
の
目
的
や
目
指

す
べ
き
成
果
を
明
確
に
す
る
と

と
も
に
、
事
業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

か
ら
検
討
し
、
見
直
す
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長　

安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
、
減
災
の
ま
ち
づ

く
り
方
針
を
検
討
し
て
き
た
。

今
後
新
し
い
大
浜
地
区
の
基
本

構
想
を
取
り
ま
と
め
、
事
業
内

容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
な

が
ら
、
整
備
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
ま
た
事
業
展
開
を
図
る
た

め
に
は
、
将
来
の
ま
ち
の
姿
を

す
べ
て
の
関
係
者
が
共
通
に
認

識
す
る
必
要
が
あ
る
。

市
長　
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を

決
定
す
る
う
え
で
、
災
害
対
策

や
津
波
対
策
は
重
要
な
要
素
で

あ
る
。
特
に
津
波
対
策
は
い
ろ

い
ろ
な
観
点
か
ら
具
体
的
な
数

値
を
は
じ
き
出
す
段
階
と
な
っ

た
。
ま
た
圏
央
道
が
開
通
し
、

集
客
が
見
込
め
る
場
所
と
し
て

大
浜
地
区
の
整
備
を
進
め
る
と

い
う
観
点
を
含
め
、
最
も
重
要

な
課
題
は
何
で
、
そ
れ
に
ど
れ

く
ら
い
費
用
が
か
か
る
の
か
具

体
的
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
時
期
で
あ
る
。

海

岸

の

保

全

問　
県
や
国
と
の
連
携
を
重
視

し
、
海
岸
の
自
然
環
境
の
保
全

に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長　
海
岸

の
浸
食
は
、
相
模
湾
全
体
の
共

通
問
題
で
あ
る
。
今
後
も
市
漁

業
協
同
組
合
な
ど
の
関
係
機
関

と
協
調
し
、
引
き
続
き
県
や
国

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

の
不
備
が
あ
っ
た
。

問　
火
災
を
予
防
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

消
防
長　
防
火
対
象
物
は
市
内

に
約
７
０
０
０
件
あ
り
、
す
べ

て
の
査
察
は
難
し
い
が
査
察
体

制
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

囲
碁
将
棋
文
化
の
普
及

問　
囲
碁
文
化
の
普
及
に
ど
れ

く
ら
い
財
政
的
支
援
を
行
っ
て

き
た
の
か
。
将
棋
文
化
の
普
及

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
民
部
長　
事
業
費
は
、
年
間

８
０
０
～
１
５
０
０
万
円
で
あ

る
。
将
棋
に
対
す
る
囲
碁
に
準

じ
た
財
政
的
支
援
は
難
し
い
。

問　
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
で

は
、
囲
碁
と
将
棋
は
同
列
で
あ

る
。
将
棋
の
支
援
は
困
難
と
言

う
が
、
七
夕
ま
つ
り
で
は
囲
碁

大
会
よ
り
将
棋
大
会
が
圧
倒
的

に
盛
況
で
あ
る
。
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
た
支
援
を
行
っ
て
は
ど
う

か
。

市
長　
予
算
的
な
こ
と
に
つ
い

て
は
即
答
で
き
な
い
が
、
平
塚

市
で
将
棋
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
発
信
し
て
い
き
た

い
。


